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人 口 ３，５６１人（令和４年４月現在）

面 積 ３８．１２ｋ㎡

地 形 飯田下伊那のほぼ中央

標 高 約３３２m～８２８m

気温差 昼夜の差大

積雪少ない

（２０cmを超えることは殆ど無し）

アクセス

三遠南信自動車道の開通

天竜峡I.Cへ車で７分

）

リニア中央
新幹線ルート
（（長野県駅）

※リニア中央新幹線の開通により

長野県駅まで車で３０分

東京まで約４０分

名古屋まで約２０分
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位 置 ・ 地 勢



保育所

子育て世代に優しい村
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平成19年～20年にデジタル防災行政無線の整備と合わせ
音声告知、ケーブルテレビ伝送網を自前で整備

下條村の情報伝達システム



6

防災無線と音声告知（有線放送）による放送の多重化と
自前の伝送路整備によりテレビの難視聴解消と

村内全域に光インターネット回線を整備することが可能に。

FM告知端末



毎日 3回の定時放送
6:30、12:15、21:00
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加入負担金 20,000円
月額300円（税込）

音声告知システム

テレビ(地デジ 6CH コミュニティ2CH 

初期工事費 12,000円
月額700円(税込）

*多チャンネル放送 3100円（税込）
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下條村
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状況比較
下條村（R4.5.1) 朝日村(R4.8.1) 比較

村政開始 明治２２年（1889年） 明治２２年（1889年）

面積 38.12㎢ 70.62㎢ 1.85

人口 3583 4376 1.22

世帯 1285世帯 1540世帯 1.20

65歳以上人口 1259人

高齢世帯 478世帯（R4.5.30)

うち独居世帯 83世帯(R4.5.30)

伝送路 FTTH（H21年導入） テレビ松本ケーブルビジョン委託？

CATV
下條ケーブルテレビ

＊飯田ケーブルテレビ提供
テレビ松本ケーブルビジョン

自主放送 時間枠借り コミュニティチャンネル

インターネット
下條ケーブルテレビ(100M)

飯田ケーブルテレビ（１G）
テレビ松本ケーブルビジョン（1G)

告知放送 FM告知端末（有線） 防災行政無線個別受信機（無線）

HP管理 企画財政係

防災無線 総務係（企画財政係）

告知放送 企画財政係

アプリ導入後の体制 ワンストップ体制目標



情報伝達システムの課題
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導入から14年が経過

音声告知

防災行政無線

伝送路

H29年に主要機器更新
自宅にいないと放送が聞けない
ため外出先でも放送内容の確認

ができるよう要望あり。

パンザマストの故障や
一部難視聴エリアあり。
➡機能強化・更新を検討

特段故障等はないが、
民間のインターネットサービスの

充実により自前の伝送路が効率
的かどうか検討段階へ



下條村の現状と課題

・人口減・高齢化
・公共交通機関の脆弱さ
・災害の増加
・進まぬデジタル化・DX
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令和4年に入り、防災行政無線の
機能強化兼更新事業が具体化。

Keep

現行のHP・音声告知システムは
継続使用したい。
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Problem

①防災行政無線の難聴エリアあり
②放送とHPが連係していない
③家・村内にいないと放送内容が
確認できない、音声放送のみで聞
き逃しがある

Try

ワンオペで防災無線・音声告知・ＨＰへの
連携を可能とし、スマホへのテキスト配信
を可能とするシステムは可能か？
＝目標は行政放送のワンストップ化と
情報配信のさらなる多重化による
村民の利便性の向上

防災無線の機能強化に合わせ、
残したい機能、問題の洗い出しと
どうすれば解決可能かを検討

防災無線の機能強化で可能か、
他の方法が必要か検討
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現行

Problem ①防災行政無線の難聴エリアあり
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機能強化後



システム構成図 現状

無線送受信装置

（16QAM方式) 戸別受信機
7台

総務課

FM音声告知

FM音声告知システム

飯田広域消防本部

B型遠隔制御装置

宿直室

27局（役場子局含む）

屋外拡声子局

Ｊアラート自動起動機 外
部
接
続
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

音声告知端末装置

再送信子局

１局
直流電源装置

Problem ②放送とHPが連係していない
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新・防災行政無線・アプリシステム構成図

無線送受信装置

(QPSK方式)

戸別受信機
10台

FM音声告知

FM音声告知システム

宿直室

28局（役場子局含む）

屋外拡声子局

Ｊアラート自動起動機

ＦＭ告知放送システム
防災行政無線連携装置

音声告知端末装置

高機能遠隔制御装置

直流電源装置

飯田広域消防本部

消防同報装置

（令和４年度整備）
（令和５年度整備）

下條村ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

外
部
接
続
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス

防災サーバー

操 作 卓

防災無線の放送を
FTPで連携し
テキスト配信

防災行政無線の機能強化により連携可能に強化。
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Problem ③家・村内にいないと放送内容が確認できない、
音声放送のみで聞き逃しがある

時代の移り変わりとともに自営・農家が減少。
近年は近隣市町村勤務の住民が増加。
音声放送内容や緊急放送の内容を
村外にいても確認できる手段が必要な時代に。

住民が求める情報伝達手段の構築。
いつでもどこでも情報が受け取れる、
時代に即した対応が必要に。

現状
行政から住民への情報伝達手段
➡防災行政無線と音声告知

問題点

課題



解決のために・・・・
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今後の核となる「プラットフォーム」を構築



STEP１ 「防災関係機能」「見守り機能」を整備。
＊段階的に機能を追加可能な点を評価

下條村は行政も村内もDXが進んでいない。
➡行政サービスのDX化、村内DX推進の第一歩
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防災行政無線＋音声告知＋アプリで情報配信
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アプリを介し情報の双方向通信が可能に。
➡職員の負担軽減、プラットフォームに情報が集約し可視化が実現
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タブレットを高齢者に配布し見守りのデジタル化。
高齢者をアナログ・デジタルの両面でサポート

➡誰もが暮らしやすい村の実現
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通常時

CMS（PC)で入力

アプリクラウドサーバーに連動

• タブレット・スマートフォン

• HP連携（RSS） へ配信

•音声告知データストック作成

定時放送開始時刻にストック開放

（防災サーバー・防災卓を経由）

音声告知放送配信

緊急時

防災卓で入力

・音声告知放送

・屋外子局放送

・個別受信機連動

防災サーバー経由

HP連携（FTP）＊on/off可

アプリクラウドサーバーに連動

タブレット・スマートフォン

• HP連携（RSS）配信（FTPとRSSで二重）

STEP
１

STEP
４

STEP
３

STEP
２

STEP
１

STEP
４

STEP
３

STEP
２
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さらにこんな循環を期待・・・

地域全体の
DX推進循環



ご清聴ありがとう
ございました。

下條村イメージキャラクター
からみん 28


